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航空機内に持ち込むときは、航空会社の
指示に従う
超高度の気圧が低いところに放置すると、液も
れ、発熱、破裂、発火の原因になります。

警告（電池について）

禁止
水につけたり、雨にぬらしたりしない
発火や故障の原因になります。
ぬれてしまったら、乾いたタオルなどで十分にふ
き取ってください。

禁止
変色・変形、そのほか異状に気づいたら
使わない
放置すると、液もれ、発熱、破裂、発火の原因に
なります。

禁止 電池の「＋」と「－」の向きを間違えない
液もれ、発熱、破裂、発火の原因になります。

実行

電池をリサイクルするときや、やむなく
廃棄するときは、ビニールテープなどで
接点部を絶縁する
他の金属と接触すると、発熱、破裂、発火の原因
になります。
ニコンサービス機関またはリサイクル協力店に
ご持参いただくか、自治体の規則に従って廃棄し
てください。

実行
電池からもれた液が皮膚や衣服に付いた
ら、すぐにきれいな水で洗い流す
放置すると、皮膚のかぶれなどの原因になります。

ご確認ください
本製品を安心してお使いいただくために
本製品は、当社製のカメラに適合するように作られていま
すので、当社製品との組み合わせでお使いください。他社
製品や模倣品と組み合わせてお使いになると、事故・故障
などが起こる可能性があります。その場合、当社の保証の
対象外となりますのでご注意ください。
保証書について
本製品には「保証書」が付いていますのでご確認ください。
「保証書」は、お買い上げの際、ご購入店からお客様へ直接
お渡しすることになっています。必ず「ご購入年月日」「ご
購入店」が記入された保証書をお受け取りください。「保
証書」をお受け取りにならないと、ご購入1 年以内の保証
修理が受けられないことになります。お受け取りになら
なかった場合は、ただちに購入店にご請求ください。
使用説明書について
• この使用説明書の一部または全部を無断で転載すること
は、固くお断りいたします。

• 「使用説明書」が破損などで判読できなくなったときは、
PDFファイルを下記のウェブサイトからダウンロードで
きます。 
https://downloadcenter.nikonimglib.com 
ニコンサービス機関で新しい使用説明書を購入すること
もできます（有料）。

使用上のご注意
• 本製品を落としたり、岩など硬いものにぶつけたり、水
にぬらしたりしないでください。

• ぬれた電池を本製品に入れないでください。 リモコンや
手がぬれた状態で電池ホルダーを着脱しないでください。
浸水や故障の原因になります。

• リモコンの外側や電池ホルダーに水滴などの液体や異物
が付着したら、すぐに柔らかい乾いた布でふき取ってく
ださい。

• 電池ホルダーが確実に装着されているか確かめてくださ
い。

• 本製品を寒冷地での低温下、または、40 ℃以上の高温下
に長時間放置しないでください。

• リモコンが冷えた状態で、急に湿度が高い環境に持ち込
まないでください。結露が起きて、リモコン内部に水滴
がつくことがあります。

電波干渉について
電波干渉がある場合、リモコン操作の応答に時間がかかる
ことがあります。

お手入れについて
• 水滴や異物が付着した場合は、乾いた柔らかい布などで
軽く拭いてください。

• アルコール、シンナーなど揮発性の薬品は使わないでく
ださい。

リモコン各部の名称と機能（図1）
1 －ボタン/＋ボタン：ズーム操作等に使用します。
2 動画撮影ボタン：動画撮影の開始と停止ができます。
3 マルチセレクター：カメラのマルチセレクターに対応
します。マニュアルフォーカスの調整や項目の選択が
できます。

4 電源ボタン：電源ボタンを押すと、リモコンの電源が
ONになり、ペアリング済みのカメラを探し始めます。
そのまま長押し（3秒以上）すると、ペアリングしていな
いカメラを探し始めます。電源がONの状態で電源ボ
タンを押すとOFFになります。

5 ストラップ取り付け部（ストラップは付属しません。）
6 状態表示ランプ：ランプの色や挙動によって、リモコ
ンの状態や撮影の動作状態を表示します。詳しくは、「リ
モコンの状態表示ランプについて」をご覧ください。

7 シャッターボタン：カメラのシャッターボタンに対応
します。
• 半押し/長押し機能はありません。全押しの継続が必
要な連写機能は使えません。

• セルフタイマー撮影では、カウントダウン中に押すと、
撮影を中止できます。

8 k（決定）ボタン：カメラのkボタンに対応します。
9 w1（ファンクション1）/w2（ファンクション2）ボタ
ン：カメラ側でリモコンのw1/w2ボタン用に割り当
てた機能を使えます（カメラのwボタンと同等のボタ
ンではありません）。

0 電池の絶縁シート：初回使用時に取り除いてください。
a 電池ホルダー

주의

•	 사용 금지된 경우에는 제품을 끄십시오. 무선 장비 사용이 금지된 
경우에는 무선 기능을 사용하지 마십시오. 이 제품에서 방출되는 무선 
주파수로 인해 항공기나 병원 또는 기타 의료시설에 설치된 장비에 
간섭이 발생할 수 있습니다.

•	 장시간 제품을 사용하지 않을 경우 배터리를 제거하십시오. 이 
주의사항을 지키지 않으면 화재가 발생하거나 제품이 고장 날 수 
있습니다.

•	 밀폐된 자동차나 직사광선이 비치는 곳과 같이 온도가 매우 높은 
장소에 장시간 제품을 노출하지 마십시오. 이 주의사항을 지키지 
않으면 화재가 발생하거나 제품이 고장 날 수 있습니다.

배터리에 대한 위험

•	 배터리를 삼키지 마십시오. 화학 화상 위험. 이 제품에는 하나 이상의 
리튬 코인/버튼 셀 배터리가 포함되어 있습니다. 리튬 코인/버튼 셀 
배터리를 삼키면 단 2시간 만에 심각한 내부 화상을 입을 수 있으며 
사망에 이를 수도 있습니다. 새 배터리와 사용한 배터리는 어린이의 
손이 닿지 않는 곳에 보관하십시오. 배터리 실이 단단히 닫히지 
않으면 제품 사용을 중단하고 어린이의 손이 닿지 않는 곳에 
보관하십시오. 배터리를 삼켰거나 신체의 어느 곳에 들어가 있을 수 
있다고 생각되면 즉시 의사의 진료를 받으십시오.

발열, 화재, 폭발 등의 위험을 수반할 수 있으니 다음 사항을 
지켜주시기 바랍니다.
•	 육안으로 식별이 가능할 정도의 부풀음이 발생된 전지는 위험할 수 

있으므로 제조자 또는 판매자로 즉시 문의할 것
•	 화기에 가까이 하지 말 것(전자레인지에 넣지 말 것)
•	 여름철 자동차 내부에 방치하지 말 것
•	 찜질방 등 고온 다습한 곳에서 보관, 사용하지 말 것
•	 전지 단자에 목걸이, 동전, 열쇠, 시계 등 금속 제품이 닿지 않도록 

주의할 것
•	 분해, 압착, 관통 등의 행위를 하지 말 것
•	 높은 곳에서 떨어뜨리는 등 비정상적 충격을 주지 말 것
•	 60℃이상의 고온에 노출하지 말 것
•	 습기에 접촉되지 않도록 할 것

•	 배터리액이 눈에 들어갔을 경우 깨끗한 물로 충분히 씻어내고 
응급처치를 하십시오. 즉시 조치를 취하지 않으면 눈이 손상될 수 
있습니다.

•	 항공사 직원의 지시를 따르십시오. 가압되지 않은 환경에서 높은 곳에 
방치된 배터리는 누출, 과열, 파열 또는 화재의 위험이 있습니다.

배터리에 대한 경고

•	 배터리가 물이나 빗물에 젖지 않도록 하십시오. 이 주의사항을 지키지 
않으면 화재가 발생하거나 제품이 고장 날 수 있습니다. 제품이 물에 
젖었을 경우 수건 등으로 제품을 즉시 건조시키십시오.

•	 변색이나 변형과 같이 배터리에 변화가 나타날 경우 즉시 사용을 
중지하십시오. 이 주의사항을 지키지 않으면 배터리가 누액되거나 
과열되거나 파손되거나 화재가 발생할 수 있습니다.

•	 배터리를 올바른 방향으로 삽입하십시오. 이 주의사항을 지키지 
않으면 배터리가 누액되거나 과열되거나 파손되거나 화재가 발생할 
수 있습니다.

•	 배터리를 폐기처분하기 전에 테이프로 배터리 단자를 절연 
처리하십시오. 금속 물체가 단자에 닿으면 과도한 열이 발생하거나 
파손되거나 화재가 발생할 수 있습니다. 지역 규정에 따라 배터리를 
재활용하거나 폐기처분하십시오.

•	 배터리액이 피부나 옷에 닿을 경우 즉시 깨끗한 물로 여러 번 
헹구십시오. 이 주의사항을 지키지 않으면 피부에 염증이 생길 수 
있습니다.

주의점
•	 본 설명서의 어떠한 부분도 Nikon의 사전 서면 승인 없이 어떠한 

방법과 형태로도 복제, 전송, 전사할 수 없으며 검색 시스템에 
보관하거나 다른 언어로 번역할 수도 없습니다.

•	 본 설명서에 기술된 정보가 정확하면서 완벽하도록 최선을 
다했습니다만, 오류나 누락을 발견하신 경우에는 가까운 Nikon 
판매점(주소 별도 제공)에 알려주시면 감사하겠습니다.

사용 시 주의 사항
•	 리모콘을 떨어트리거나, 바위와 같은 단단한 물체로 치거나, 물이 

닿게 하지 마십시오.
•	 젖은 배터리를 리모콘에 넣지 마십시오. 리모콘 또는 손이 젖은 

상태에서 배터리 홀더를 당겨 빼지 마십시오. 그럴 경우 리모콘 
내부로 물이 들어가서 고장이 날 수 있습니다.

•	 물방울 같은 물기 또는 이물질이 리모콘 또는 배터리 홀더 겉면에 묻은 
경우 부드럽고 마른 헝겊으로 즉시 닦으십시오.

•	 배터리 홀더가 단단히 삽입되었는지 확인하십시오.
•	 리모콘을 추운 곳 또는 40°C 이상의 더운 곳에 장시간 방치하지 

마십시오.
•	 극한의 추위에 오랫동안 노출된 리모콘을 습기가 많은 환경에 곧바로 

가져가지 마십시오. 리모콘 내부에 결로가 생길 수 있습니다.

전파 간섭에 대하여
전파 간섭이 있을 경우 리모콘 반응이 느려질 수 있습니다.

제품 취급 시 주의사항
•	 물방울 같은 물기 또는 이물질이 리모콘에 묻은 경우 부드럽고 마른 

헝겊으로 닦으십시오.
•	 알코올, 시너 또는 기타 휘발성 약품을 사용하지 마십시오.

리모콘의 각부 명칭 및 기능(그림 1)
1	 - 버튼/+ 버튼: 줌 레버와 같은 조작을 수행합니다.
2	 동영상 녹화 버튼: 동영상 녹화를 시작/중지합니다.
3	 멀티 셀렉터: 카메라의 멀티 셀렉터와 유사하게 작동됩니다. 수동 

초점 조절 또는 항목 선택 시 사용할 수 있습니다.
4	 전원 버튼: 버튼을 눌러 리모콘을 켜고 페어링된 카메라를 

검색합니다. 리모콘과 현재 페어링되어 있지 않은 카메라를 
검색하려면 버튼을 길게 누릅니다(최소 3초간). 리모콘을 켠 
상태에서 버튼을 누르면 꺼집니다.

5	 스트랩 연결부(스트랩 불포함)
6	 상태 램프: 램프 색상 및 깜박임으로 리모콘 상태 또는 촬영 세션 

상태를 나타냅니다. 자세한 내용은 "리모콘의 상태 램프"를 
참조하십시오.

7	 셔터 버튼: 카메라의 셔터 버튼과 유사하게 작동됩니다.
•	 반누름 및 길게 누르기 조작은 불가능합니다. 따라서 길게 누르기 

조작이 필요한 연속 촬영은 불가능합니다.
•	 셀프타이머를 사용하는 경우 카운트다운 중에 버튼을 누르면 

촬영이 취소됩니다.
8	 k(선택 적용) 버튼: 카메라의 k 버튼과 유사하게 작동됩니다.
9	 w1 버튼/w2 버튼: 카메라를 통해 리모콘의 w1 버튼/w2 

버튼에 할당된 기능을 사용할 수 있습니다. (이 버튼은 카메라의 w 
버튼과는 다릅니다.)

0	 배터리 절연 시트: 리모콘을 처음 사용할 때 제거합니다.
a	 배터리 홀더

	C 리모콘에 대하여
리모콘을 사용하여 수행할 수 있는 기능은 카메라에 따라 다를 수 
있습니다. 자세한 내용은 카메라의 설명서를 참조하십시오.

사용 방법

리모콘과 카메라 페어링
리모콘을 처음 사용하기 전에 카메라와 페어링해야 합니다.
*	 이 설명서에서, "페어링"이란 블루투스 장치 간에 상호 인증을 통해 

연결을 설정하는 과정을 가리킵니다.
•	 한 번에 카메라 한 대만 리모콘과 페어링할 수 있습니다. 또 다른 

카메라가 리모콘과 페어링되면 리모콘에 저장된 페어링 정보가 새로 
페어링된 카메라 정보로 대체됩니다.

	Cリモコンについて
リモコンから操作できるカメラの機能は、カメラによって
異なります。詳しくはカメラの説明書をご覧ください。

使い方

リモコンとカメラをペアリングする
リモコンをはじめて使うときには、カメラとのペアリング※

が必要です。
※ Bluetooth機器を接続のため、互いに認証させ合うこと
をペアリングと言います。

• リモコンにペアリングできるカメラは1台のみです。カ
メラをペアリングするたびに、リモコンのペアリング情
報は最新のカメラのものに置き換わります。

1	カメラをペアリング待機中にする
• カメラの通信メニュー　M［接続先切替］　M　 
［リモコン］　M k　ボタン M　カメラの通信メ
ニューM　［リモコンとの接続］　M　k　ボタン

2	リモコンの電源ボタンを長押し（3秒以上）する
• リモコンとカメラのペアリングがはじまります。こ
の間、リモコンの状態表示ランプが速く（約0.5秒間
隔）点滅します。

• ペアリングが完了すると、リモコンはカメラと接続さ
れます。カメラの撮影画面にはZアイコンが表示され
るようになります。

• ペアリングに失敗したことを知らせるメッセージが
表示されたら、手順1からやり直してください。

• 電源をOFFにするには、リモコンの電源ボタンを押し
ます。

カメラによっては操作の方法が異なる場合があります。詳
しくはカメラの説明書をご覧ください。

ペアリング済みカメラを接続する
ペアリング済みのカメラには、リモコンの電源ボタンを押
すだけで接続できます。
電源ボタンは長押ししないでください。
• カメラは電源をONにして、通信メニューの［接続先切替］
は［リモコン］を選んでおきます。

• 接続がうまくいかない場合は、カメラの設定を確認し、
リモコンの電源を入れなおしてください。

• 一度ペアリングしたカメラでも、他のカメラとペアリン
グした場合や、カメラの設定をリセットした場合は、再
度ペアリングをする必要があります。

リモコンのオートパワーオフ機能について
以下の場合、リモコンの電源は自動的にOFFになります。

 –ペアリング中に相手機器を検出できないまま、1分が経
過したとき
 –無線接続が途切れたまま、1分が経過したとき
 –カメラでペアリングの対象を変えたとき

電源ボタンを押して、ペアリングを再試行するか、カメラ
のペアリング設定を確認してください。

リモコンの状態表示ランプについて※

色 状態 内容

緑 約1秒間隔で点滅
ペアリング済みカメラを
検出中

緑
速く点滅（約0.5秒
間隔）

ペアリング中

緑 約3秒間隔で点滅
カメラと接続されている
状態

オレンジ 1回点滅 静止画撮影開始
オレンジ 2回点滅 静止画撮影終了
赤 1回点滅 動画撮影開始
赤 2回点滅 動画撮影終了
※カメラによって異なる場合があります。

電池を交換する
図2を参照し、電池ホルダーを取り出し、電池のプラスと
マイナスに注意して交換します。

主な仕様
リモコン ML-L7
使用可能電池※1：3V CR2032 （DL2032/5004L） リチウム
電池
電池寿命：約1年（1日に200回撮影信号を送信した場合）※2

Bluetooth
通信方式：Bluetooth標準規格 Ver.4.1
通信距離（見通し）：約10 m※3

周波数範囲（中心周波数）：2402～ 2480 MHz
出力：4.17 dBm (EIRP)

動作環境
使用温度：0℃～ 40℃
使用湿度：85% 以下 （結露しないこと）

寸法（幅×高さ×奥行き）： 約 35.0×80.0×7.3 mm（突
起部除く）
質量：約18 g（電池含む）

※1 付属の電池はお試し用です。
※2 使用環境や使用状況、保管状態によって異なります。
※3 電波干渉が無い場合。通信距離は遮蔽物や電波状態などにより
影響されます。

• 説明書の誤りなどについての補償はご容赦ください。
• 製品の外観、仕様、性能は予告なく変更することがあり
ますので、ご了承ください。

商標説明
Bluetooth®のワードマークおよびロゴは、Bluetooth SIG, 
Inc.が所有する登録商標であり、株式会社ニコンはこれら
のマークをライセンスに基づいて使用しています。

無線通信機能についてのご注意

電波に係わるご注意
本製品はBluetooth機能を搭載しています。国や地域に
よって、法律によりBluetooth機能が使用できない場合が
あります。ご購入された国以外での使用については、本書
に記載のニコン カスタマーサポートセンターへお問い合
わせください。

Jp

リモコンML-L7とカメラをBluetooth®無線技術で接続す
ると、リモート操作で動画、静止画の撮影などができます。
リモコンで可能な操作はカメラによって異なります。詳
しくはお使いのカメラの「活用ガイド」(PDF形式）をご覧
ください。
「活用ガイド」は下記の当社ダウンロードセンターからダ
ウンロードできます。
https://downloadcenter.nikonimglib.com

対応機種
このリモコンが使用できるカメラの機種については、当社
ウェブサイトやカタログなどでご確認ください。

安全上のご注意
あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止
するため、ご使用の前に「安全上のご注意」をよくお読みの
上、正しくお使いください。
この説明書をお読みになった後は、いつでも参照できるよ
うに保管してください。

危険 「死亡または重傷を負うおそれが大き
い内容」です。

警告 「死亡または重傷を負うおそれがある
内容」です。

注意 「軽傷を負うことや財産の損害が発生
するおそれがある内容」です。

お守りいただく内容を、以下の図記号で区分しています。

は、してはいけない内容です。

は、実行しなければならない内容です。

警告

禁止
歩きながらや運転・操縦しながらの操作
はしない
事故やけがの原因になります。

分解
禁止

分解、修理または改造をしない
落下などによる破損で内部が露出したら、
露出部に触らない
感電やけがの原因になります。

実行
熱くなる、煙が出る、こげ臭いなどの異常
時は、直ちに電池を取り外す
放置すると、発火、やけどの原因になります。

禁止
水でぬらさない
ぬれた手で触らない
感電や発火の原因になります。

禁止

引火、爆発のおそれのある場所では使わ
ない
プロパンガス、ガソリン、可燃性スプレーなどの
引火性ガスや粉塵の発生する場所で使うと、爆発
や火災の原因になります。

禁止

幼児の手の届くところに置かない
故障やけがの原因になります。
小さな付属品を誤って飲み込むと、身体に悪影響
を及ぼします。
飲み込んだら、すぐに医師の診断を受けてくださ
い。

禁止 ストラップ類を首に巻きつけない
事故の原因になります。

禁止 指定外の電池は使わない
発火、感電の原因になります。

注意

実行

使用が禁止されている場所では、電源を
OFFにする
無線通信が禁止されている場所では、無
線通信機能が作動しないようにする
医療機関や航空機内では、本機器が出す電磁波
が、周囲の機器に悪影響を与えるおそれがありま
す。

実行 長時間使わないときは、電池を取り外す
故障や発火の原因になります。

禁止
夏場の車内や直射日光の当たる所など高
温環境に放置しない
故障や発火の原因になります。

危険（電池について）

禁止

電池を飲み込まない
化学反応による傷害の危険あり
本製品はリチウムコイン（ボタン）電池を含んで
います。
リチウムコイン（ボタン）電池を飲み込んだ場合、
2 時間足らずで重大な体内損傷を引き起こし、死
に至るおそれがあります。
新しい電池および使用済みの電池は乳幼児の手
の届く所に置かないでください。
電池収納部がしっかり閉まらないときは、製品の
使用を中止して乳幼児の手の届かないところに
保管してください。
万一、電池を飲み込んだり、体内のどこかに電池
を入れた疑いがある場合、すぐに医師の診断を受
けてください。

禁止

電池は誤った使いかたをしない
注意事項を無視してお使いになると、液もれ、発
熱、破裂、発火の原因になります。

 – 電池を火の中に入れたり、加熱したりしない
 – 電池を分解しない
 – 電池をネックレスやヘアピンなどの金属類に
接触させてショート（短絡）しない

 – 電池、または電池を入れたカメラに強い衝撃を
与えたり、投げたりしない

実行
電池からもれた液が目に入ったときは、
すぐにきれいな水で洗い流し、医師の診
察を受ける
放置すると、目に傷害を与える原因になります。

リモコン
使用説明書

1	카메라에서 페어링을 활성화합니다.
•	 카메라의 네트워크 메뉴 M 연결 선택하기 M 리모트 컨트롤 M 
k 버튼 M 카메라의 네트워크 메뉴 M 리모트 컨트롤 연결 M  
k 버튼

2	리모콘의 전원 버튼을 길게 누릅니다(최소 3초간).
•	 리모콘과 카메라의 페어링이 시작됩니다. 프로세스 수행 중에 

리모콘의 상태 램프가 빠르게 깜박입니다(약 0.5초마다).
•	 페어링이 완료되면 리모콘과 카메라가 연결됩니다. Z 아이콘이 

카메라의 촬영 화면에 표시됩니다.
•	 페어링 실패 메시지가 표시되는 경우 단계 1부터 절차를 다시 

수행하십시오.
•	 리모콘을 끄려면 리모콘의 전원 버튼을 누릅니다.

카메라에 따라 조작이 다를 수 있으므로 자세한 내용은 카메라의 
설명서를 참조하십시오.

페어링된 카메라에 연결
카메라가 리모콘과 이미 페어링된 경우 리모콘의 전원 버튼을 눌러 
연결을 할 수 있습니다. 이 경우 버튼을 길게 누르지 마십시오.
•	 연결을 하기 전에 카메라를 켜고 네트워크 메뉴의 연결 선택하기에서 

리모트 컨트롤을 선택하십시오.
•	 연결이 제대로 되지 않으면 카메라 설정을 확인하고 리모콘을 끈 다음 

다시 켜십시오.
•	 또 다른 카메라가 리모콘과 페어링되거나 카메라 설정이 재설정된 

경우에는 리모콘과 이전에 페어링했던 카메라를 다시 페어링해야 
합니다.

리모콘의 자동 전원 OFF 기능
다음 상황에서는 리모콘이 자동으로 꺼집니다.

	– 1분간 페어링 장치가 검색되지 않는 경우
	– 무선 연결이 중단되고 1분 내에 복원되지 않는 경우
	– 카메라에서 또 다른 장치가 페어링 장치로 선택된 경우

전원 버튼을 길게 눌러 재페어링하거나 카메라의 페어링 설정을 
확인합니다.

리모콘의 상태 램프*

색상 상태 설명

녹색
약 1초마다 
깜박임

페어링된 장치를 리모콘이 검색 
중입니다.

녹색
빠르게 깜박임 
(약 0.5초마다)

페어링 프로세스가 수행 중입니다.

녹색
약 3초마다 
깜박임

리모콘과 카메라 사이가 
연결되었습니다. 

주황색 한 번 깜박임 정지 화상 촬영이 시작되었습니다.

주황색 두 번 깜박임 정지 화상 촬영이 종료되었습니다.

적색 한 번 깜박임 동영상 녹화가 시작되었습니다.

적색 두 번 깜박임 동영상 녹화가 종료되었습니다.

*	 카메라에 따라 정보가 다를 수 있습니다.

배터리 교체
그림 2에 표시된 대로, 배터리 홀더를 당겨서 빼고 배터리의 플러스와 
마이너스 쪽 방향이 올바른지 확인하면서 배터리를 교체합니다.

사양
리모콘 ML-L7

호환 배터리1: 3V CR2032(DL2032/5004L) 리튬 배터리
배터리 수명: 약 1년(일일 원격 촬영 200회)2

Bluetooth
	 통신 프로토콜: Bluetooth 사양 버전 4.1
	 통신 거리(가시거리): 약 10 m 3

	 동작 주파수: 2402–2480 MHz
	 최대 출력: 4.17 dBm(EIRP)
작동 환경
	 온도: 0°C–40°C
	 습도: 85% 이하(결로 현상 없음)
크기(W × H × D): 약 35.0 × 80.0 × 7.3 mm(돌출부 제외)
무게: 약 18 g(배터리 포함)

1	포함된 배터리는 테스트용입니다.
2	작동 환경, 작동 조건 및 보관 상태에 따라 다릅니다.
3	간섭이 없다는 것을 가정합니다. 범위는 신호 강도 및 장애물 유무에 

따라 다를 수 있습니다.

•	 Nikon은 본 설명서에 있을 수 있는 오류에 대해 어떠한 책임도 지지 
않습니다.

•	 본 제품의 외관과 사양은 통지 없이 변경될 수 있습니다.

상표 정보
Bluetooth® 문자 상표 및 로고는 Bluetooth SIG가 소유한 등록 
상표이며 Nikon Corporation은 사용 허가를 받고 해당 상표를 
사용합니다. 

무선 통신 기능에 대한 주의사항

무선 장치에 대한 제한
본 제품에 동봉된 무선 송수신기는 구입한 나라의 무선 규정을 준수하며 
다른 나라에서는 사용할 수 없습니다(EU 또는 EFTA에서 구입한 
제품은 EU 및 EFTA 내의 어디서든 사용할 수 있습니다). Nikon은 
다른 나라에서 사용하는 것에 대한 법적 책임을 지지 않습니다. 구입한 
나라를 잘 모를 경우 해당 지역 Nikon 서비스 센터 또는 Nikon 공인 
서비스 센터에 문의하십시오. 이 제한은 제품의 무선 작동에만 
적용되며, 다른 용도로 사용할 때에는 해당되지 않습니다.

본 제품을 해외로 수출하거나 휴대할 때의 주의사항
이 제품은 미국 수출 관리 규정(EAR)의 통제를 받습니다. 쿠바, 이란, 
북한, 수단, 시리아(목록은 변경될 수 있음)는 수출 금지 또는 특별 규제 
대상국입니다. 그 외 국가로 수출할 경우 미국 정부의 승인은 필요하지 
않습니다.

무선 간섭에 대한 주의사항
이 장치는 이동전화, Wi-Fi 또는 블루투스 장치 등 무선통신장치와 
매우 근접한 장소에서 작동할 경우 오동작을 일으킬 가능성이 
있습니다.

제조연월: 별도표시
기자재의 명칭: 특정소출력 무선기기  
( 무선데이터통신시스템용 무선기기 )
모델명: ML-L7
제조자: Nikon Corporation
제조국가: 중국
상호명: (주) 니콘이미징코리아

本製品の輸出、持ち出しに係わるご注意
本製品は米国輸出管理規則 Export Administration 
Regulations（EAR）を含む米国法の対象です。EAR の輸
出規制国（キューバ、イラン、北朝鮮、スーダン、シリア：
変更される可能性があります）以外への輸出や持ち出しは、
米国政府の許可は不要です。

Bluetooth機能のご注意

• 本製品の使用周波数帯は、以下の機器や無線設備と同じ
です。

 –電子レンジなどの産業・科学・医療用機器
 –工場の製造ライン等の移動体識別用の 
①構内無線局 （免許を要する無線局） 
②特定小電力無線局 （免許を要しない無線局）
 –アマチュア無線局 （免許を要する無線局）
これらの無線設備の近くでは、電波干渉で通信速度の低
下、通信距離の短縮、通信の途絶が双方に生じることが
あります。

• 本製品で電波干渉を起こさないよう、以下にご注意くだ
さい。

 –使用周波数帯が同じ無線設備が近くにないか？事前に
確認する
 –その他、本製品から移動体識別用の特定小電力無線局
あるいはアマチュア無線局に対して電波干渉の事例が
発生した場合など何かお困りのことが起きたときは、
本書に記載のニコンカスタマーサポートセンターにご
相談ください。

電波障害自主規制について

この装置は、クラスＢ機器です。 
この装置は、住宅環境で使用することを目的
としていますが、この装置がラジオやテレビ
ジョン受信機に近接して使用されると、受信
障害を引き起こすことがあります。
使用説明書に従って正しい取り扱いをして下さい。
VCCI-B

ニコン カスタマーサポートセンター
全国共通のナビダイヤルにお電話ください。

0570-02-8000
一般電話からは市内通話料金でご利用いただけます。

営業時間：9：30 ～ 18：00（土曜日、日曜日、祝日、年
末年始、夏期休業などを除く毎日）
ナビダイヤルをご利用いただけない場合は、 
（03）6702-0577 におかけください。ファクシミリでのご相談は、
（03） 5977-7499 にお送りください。

最新情報につきましては、下記のホームページをご覧ください。
https://www.nikon-image.com/support/contact/

Kr

Bluetooth® 무선 기술을 통해 리모콘 ML-L7과 카메라를 연결하여 
동영상 녹화 또는 사진 촬영 같은 원격 조작을 수행할 수 있습니다. 
리모콘 ML-L7을 사용하여 수행할 수 있는 조작은 카메라에 따라 
다릅니다. 자세한 내용은 카메라의 참조 설명서(PDF 형식)를 
참조하십시오.
참조 설명서는 아래 URL의 다운로드 센터에서 다운로드할 수 있습니다.
https://downloadcenter.nikonimglib.com

호환되는 카메라
리모콘 ML-L7과 호환되는 카메라에 대해서는 당사 웹사이트 또는 
브로셔를 참조하십시오.

안전상의 주의

제품이 손상되거나 사용자나 타인이 상해를 입지 않도록 제품을 
사용하기 전에 "안전상의 주의"에 나와 있는 모든 내용을 읽으십시오.
안전 지침은 모든 사용자가 읽을 수 있는 곳에 보관하십시오.

위험

이 아이콘이 표시된 
주의사항을 지키지 않을 
경우 사망이나 심각한 
상해를 입을 위험이 큽니다.

경고

이 아이콘이 표시된 
주의사항을 지키지 않을 
경우 사망이나 심각한 
상해를 입을 수 있습니다.

주의

이 아이콘이 표시된 
주의사항을 지키지 않을 
경우 상해를 입거나 제품이 
손상될 수 있습니다.

경고

•	 걷거나 차량을 운전하는 중에 사용하지 마십시오. 이 주의사항을 
지키지 않으면 사고가 나거나 다른 상해를 입을 수 있습니다.

•	 이 제품을 분해하거나 개조하지 마십시오. 떨어뜨리거나 다른 사고로 
인해 노출된 내부를 만지지 마십시오. 이 주의사항을 지키지 않으면 
감전이나 다른 상해를 입을 수 있습니다.

•	 제품에서 연기가 나거나 제품이 뜨겁거나 이상한 냄새가 나는 등 이상 
징후가 발견되면 배터리를 즉시 분리하십시오. 계속 사용할 경우 
화재가 발생하거나 화상 또는 다른 상해를 입을 수 있습니다.

•	 건조한 곳에 보관하십시오. 젖은 손으로 만지지 마십시오. 이 
주의사항을 지키지 않으면 화재가 발생하거나 감전될 수 있습니다.

•	 프로판, 가솔린, 에어로졸과 같은 가연성 가스 또는 분진이 있을 
경우에는 제품을 사용하지 마십시오. 이 주의사항을 지키지 않으면 
폭발이나 화재가 발생할 수 있습니다.

•	 어린이의 손이 닿지 않는 곳에 두십시오. 이 주의사항을 지키지 
않으면 상해를 입거나 제품이 고장 날 수 있습니다. 또한 작은 부품을 
잘못 삼키면 질식될 위험이 있습니다. 어린이가 부품을 삼켰을 경우 
즉시 응급 처치를 해야 합니다.

•	 스트랩을 목에 걸거나 싸매거나 감지 마십시오. 이 주의사항을 지키지 
않으면 사고가 날 수 있습니다.

•	 이 제품 전용이 아닌 배터리를 사용하지 마십시오. 이 주의사항을 
지키지 않으면 화재가 발생하거나 감전될 수 있습니다.

리모콘
사용설명서
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使用产品前请仔细阅读本使用说明书。

通过Bluetooth®无线技术连接遥控器ML-L7
和照相机，可执行录制动画或拍摄照片等
遥控操作。可使用遥控器ML-L7执行的操作
因照相机而异。有关详细说明，请参阅照
相机的参考手册（PDF格式）。
可从我们的下载中心下载参考手册，网址
如下：
https://downloadcenter.nikonimglib.com

兼容照相机
请参阅尼康网站以了解有关遥控器ML-L7兼
容的照相机的信息。

安全须知

为预防对您或他人造成人身伤害或财产损
失，请在使用前仔细阅读“安全须知”，并
以正确的方法使用。
请在阅读之后妥善保管本说明书，以便随
时查阅。

危险 表示“极有可能造成人员死
亡或负重伤的内容”。

警告 表示“有可能造成人员死亡
或负重伤的内容”。

注意 表示“有可能造成人员负轻
伤或财产损失的内容”。

本节使用以下图示和符号对必须遵守的内
容作以分类。

表示不允许进行的行为。

表示必须进行的行为。

警告

禁止
切勿在行走或驾驶时操作。
否则将导致事故或受伤。

禁止
拆解

切勿自行拆解、修理或改装。
当产品由于跌落等原因而破损
使得内部外露时，切勿触碰外
露部分。
否则将导致触电或受伤。

执行

当发现产品变热、冒烟或发出
焦味等异常时，请立刻取出电
池。
若放任不管，将导致起火或烫
伤。

禁止
切勿使产品被水淋湿。
切勿用湿手触碰产品。
否则将导致触电或起火。

禁止

切勿在有可能起火、爆炸的场
所使用。
若在有丙烷气、汽油、可燃性
喷雾剂等易燃性气体、粉尘的
场所使用产品，将导致爆炸或
火灾。

禁止

切勿在婴幼儿伸手可及之处进
行保管。
否则将导致故障或受伤。
若误吞细小部件，将会对身体
造成伤害。
万一意外吞入口中，请立即接
受医生诊疗。

禁止
切勿将挂带等缠绕在颈部。
否则将会造成事故。

禁止
切勿使用非指定的电池。
否则将导致起火或触电。

注意

执行

在禁止使用本设备的场所，请
关闭电源。
在禁止使用无线通信的场所，
请关闭无线通信功能。
在医疗机构或飞机中，本设备
发出的电磁波可能会干扰周围
的设备。

执行
若您将在较长时间内不使用本
产品，请取出电池。
否则将导致故障或起火。

禁止
切勿放置于夏天封闭的车内或
直射阳光下等高温环境中。
否则将导致故障或起火。

遥控器
使用说明书

电池的危险事项

禁止

切勿吞食电池。由于化学反应，
有造成伤害的危险。
本产品中包含币式（扣式）锂电
池。若误吞币式（扣式）锂电池，
短时间内就可能导致严重的体
内损伤且可能导致死亡。切勿
在婴幼儿伸手可及之处保管新
电池和使用过的电池。若电池
舱无法关紧，请停止使用本产
品并将其存放在婴幼儿够不着
的地方。若您怀疑可能误吞电
池或电池可能被塞入体内，请
立即接受医生诊疗。

禁止

切勿错误使用电池。
使用时若不遵守注意事项，将
导致电池漏液、发热、破裂或
起火。

 –  切勿将电池投入火中或对其
进行加热。
 –切勿拆解电池。
 –  切勿将电池与项链、发夹等
金属物品接触而导致短路。
 –  切勿对电池或其所在的照相
机施以强烈撞击或投掷电池、
照相机。

执行

电池漏液进入眼内时，请立即
用清水冲洗，并接受医生诊疗。
若置之不理，将会对眼睛造成
伤害。

执行

携带进入飞机内时，请遵守航
空公司的指示。
若将电池置于高海拔且气压很
低的环境中放任不管，将导致
电池漏液、发热、破裂或起火。

电池的警告事项

禁止

切勿将电池浸入水中，或者使
其被雨水淋湿。
否则将导致起火或故障。
若电池被弄湿，请用干毛巾等
彻底擦干。

禁止

若发现电池变色、变形或其他
异常，切勿使用。
若放任不管，将导致电池漏液、
发热、破裂或起火。

禁止
切勿弄错电池的正负极方向。
否则将导致电池漏液、发热、
破裂或起火。

执行

将电池进行回收再利用或废弃
处理时，务必使用绝缘胶带等
将电极部分绝缘。
电极与其他金属接触会导致电
池发热、破裂或起火。
请将电池带去尼康售后服务中
心或资源再利用合作店，或者
按照您居住地的相关规定进行
处理。

执行

若电池漏液接触到皮肤或衣服，
请立即用清水冲洗。
若放任不管，将导致皮肤发炎
等症状。

声明

•	未经尼康事先书面许可，对本说明书的任
何内容，不得以任何方式及任何形式进行
复制、传播、转录或存储在检索系统内，
或者翻译成其他语言。

•	本公司已竭尽全力确保本说明书中所述信
息的准确性和完善性。如果您发现任何错
误或遗漏，请致电尼康客户支持中心服务
热线反映，对此我们深表感谢。

使用注意事项

•	请勿使遥控器掉落、撞击石头等硬物，或
接触到水。

•	请勿将潮湿的电池插入遥控器。当遥控器
或手潮湿时，请勿拉出电池仓。否则可能
使水渗入遥控器并导致故障。

•	如果水滴等水分或异物附着于遥控器外部
或电池仓，请立即用柔软干布擦除。

•	请务必牢固插入电池仓。
•	请勿将遥控器长时间留在寒冷的环境或
40℃及以上的炎热环境中。

•	如果遥控器长时间处于极冷环境，请勿突
然将其置于高湿度环境。遥控器内部可能
会结露。

关于无线电波干扰

如果发生任何无线电波干扰，遥控器的反
应可能会延迟。

产品保养

•	如果水滴等水分或异物附着于遥控器，请
用柔软干布擦除。

•	切勿使用酒精、稀释剂或其它挥发性化学
物质。

遥控器的部件和功能（图1）
1 –按钮/+按钮：执行变焦控制等操作。
2 动画录制按钮：开始/停止动画录制。
3 多重选择器：与照相机上的多重选择器

的功能相似。可用于手动对焦调整或项
目选择。

4 电源按钮：按下按钮可开启遥控器并搜
索已配对的照相机。保持按住按钮（至
少3秒）可搜索当前未与遥控器配对的
照相机。遥控器开启期间，按此按钮可
将其关闭。

5 挂带孔（挂带不附送）
6 状态指示灯：根据指示灯的颜色和状

态，指示遥控器状态或拍摄片段状态。
请参阅“遥控器上的状态指示灯”以了解
更多信息。

7 快门释放按钮：与照相机上的快门释放
按钮的功能相似。
•	不具有半按和长按的操作功能。因此，
需要长按操作的连续拍摄不可使用。

•	当使用自拍时，可以在倒计时期间按此
按钮取消拍摄。

8 k（应用选择）按钮：与照相机上的k
按钮的功能相似。

9 w1按钮/w2按钮：可使用通过照相机
分配至遥控器上w1按钮/w2按钮的功
能。（这些按钮的功能不等同于照相机
上的w按钮功能。）

0 电池绝缘片：首次使用遥控器时，请取
下此绝缘片。

a 电池仓

	C关于遥控器
可使用遥控器执行的功能因照相机而异。
请参阅照相机的说明书以了解更多详细信
息。

使用方法

配对遥控器和照相机
首次使用遥控器以前，必须与照相机配对。
* 在本说明书中，“配对”是指在Bluetooth设
备之间执行相互验证以建立连接的过
程。

•	一次只可将一台照相机与遥控器配对。当
另一台照相机与遥控器配对时，遥控器上
保留的配对信息会被新配对的照相机信息
取代。

1	在照相机上启用配对。
•	照相机上的网络菜单M选择连接M遥控
Mk按钮M照相机上的网络菜单M与遥
控的连接Mk按钮

2	按住（至少3秒）遥控器上的电源按钮。
•	遥控器和照相机配对开始。执行过程
中，遥控器上的状态指示灯快速闪烁 
（约每0.5秒）。

•	配对完成后，遥控器和照相机即连接。
照相机的拍摄画面上显示Z图标。

•	如果显示配对失败信息，请从步骤1开
始重新操作。

•	若要关闭遥控器，请按遥控器上的电源
按钮。

由于操作可能因照相机而异，请参阅照相
机的说明书以了解更多详细信息。

连接已配对的照相机
如果照相机已与遥控器配对，只需按遥控
器上的电源按钮即可建立连接。
在这种情况下，请勿按住按钮不放。
•	建立连接前，请开启照相机并选择网络菜
单内选择连接中的遥控。

•	如果未正确建立连接，请检查照相机设
定，然后关闭遥控器并再重新开启。

•	如果另一台照相机已与遥控器配对，或重
设了照相机设定，则曾与遥控器配对的照
相机需要重新配对。

遥控器的自动关闭功能
在以下情况中，遥控器会自动关闭：

 – 1分钟未检测到配对设备
 – 无线连接中断且未在1分钟内恢复
 – 当在照相机上将另一台设备选择为配对
设备

按住电源按钮以尝试重新配对，或检查照
相机上的配对设定。

遥控器上的状态指示灯*

颜色 状态 说明

绿色
约每秒闪
烁

遥控器正在搜索已
配对的设备。

绿色
快速闪烁
（约每
0.5秒）

正在执行配对过
程。

绿色
约每3秒
闪烁

已在遥控器和照相
机之间建立连接。

橙色 闪烁一次
静止图像拍摄开
始。

橙色 闪烁两次
静止图像拍摄结
束。

红色 闪烁一次 动画录制开始。

红色 闪烁两次 动画录制结束。

* 信息可能因照相机而异。

更换电池
如图2所示，拉出电池仓并更换电池，同时
确保电池的正负极方向正确。

技术规格

遥控器ML-L7
兼容电池1：3V CR2032（DL2032/5004L）锂
电池
电池持久力：约1年（每天200次遥控拍摄
操作）2

Bluetooth （蓝牙）
 通信协议：Bluetooth技术规格4.1版
 通信距离（视线）：约10米 3

 操作频率：2402–2480MHz
 最大输出功率：4.17dBm（EIRP）
操作环境
 温度：0℃–40℃
 湿度：85%或更低（不结露）
尺寸（宽×高×厚）：约35.0 × 80.0 × 
7.3mm（不包括突出部分）
重量：约18g（包括电池）

1 附送的电池供试用。
2 因操作环境、操作条件和存放条件而异。
3 假定无干扰；范围可能因测位状态和有无
障碍物而异。

尼康公司保留可随时更改说明书内载之硬
件及软件技术规格的权利。

商标信息

Bluetooth®文字商标和图形商标是Bluetooth 
SIG所有的注册商标。

关于无线通信功能的注意事项

关于无线设备的限制
本产品中安装的无线收发器符合销售国的
无线规定，不能用于其它国家（在欧洲联
盟EU或欧洲自由贸易联盟EFTA购买的产品
可以在欧洲联盟EU和欧洲自由贸易联盟
EFTA使用）。对于在其它国家的使用，尼
康不承担责任。如果不知道原销售国，用
户应咨询当地的尼康售后服务中心或尼康
特约维修店。此限制仅适用于无线操作，
不适用于产品的其它使用。

出口或者将本产品带往国外时的注意事
项
本产品受美国出口管理规定（EAR）管
控。除出口、再出口或是带出至受禁运或
特殊管控的国家（目前包括古巴、伊朗、
朝鲜、苏丹及叙利亚；该国家名单可能会
发生变更）时以外，将本产品出口、再出
口或是带出至其他国家时，均无需美国政
府的许可。

中国用户须知

根据《微功率（短距离）无线电设备管
理暂行规定》，使用无线局域网络产品
时请注意以下事项

1.	■	使用频率：2.4 - 2.4835 GHz
■	等效全向辐射功率（EIRP）：
	 天线增益 < 10 dBi 时：≤ 100 mW 或 

≤ 20 dBm
■	最大功率谱密度：
	 天线增益 < 10 dBi 时：≤ 20 dBm / MHz 

（EIRP）
■	载频容限：20 ppm
■	帯外发射功率（在 2.4 - 2.4835 GHz 

頻段以外）

	 ≤ -80 dBm / Hz（EIRP）
■	杂散发射（辐射）功率	

（对应载波 ±2.5 倍信道带宽以外）：
	 ≤ -36 dBm / 100 kHz（30 - 1000 MHz）
	 ≤ -33 dBm / 100 kHz（2.4 - 2.4835 GHz）
	 ≤ -40 dBm / 1 MHz（3.4 - 3.53 GHz）
	 ≤ -40 dBm / 1 MHz（5.725 - 5.85 GHz）
	 ≤ -30 dBm / 1 MHz（其它1 - 12.75 GHz）

2.	不得擅自更改发射频率、加大发射功率
（包括额外加装射频功率放大器），不
得擅自外接天线或改用其它发射天线；

3.	使用时不得对各种合法的无线电通信
业务产生有害干扰；一旦发现有干扰
现象时，应立即停止使用，并采取措
施消除干扰后方可继续使用；

4.	使用微功率无线电设备，必须忍受各
种无线电业务的干扰或工业、科学及
医疗应用设备的辐射干扰；

5.	不得在飞机和机场附近使用。

产品中有害物质的名称及含量

标志
部件
名称

有害物质

铅
(Pb)

汞
(Hg)

镉
(Cd)

六价铬
(Cr(VI))

多溴
联苯
(PBB)

多溴	
二苯醚
(PBDE)

外壳 ○ ○ ○ ○ ○ ○

机械
元件

╳ ○ ○ ○ ○ ○

电子
元件

╳ ○ ○ ○ ○ ○

锂电
池

○ ○ ○ ○ ○ ○

本表格依据SJ/T11364的规定编制。
○:	表示该有害物质在该部件所有均质材

料中的含量均在GB/T26572规定的限量
要求以下。

╳:	表示该有害物质至少在该部件的某一
均质材料中的含量超出GB/T26572规定
的限量要求。

但是，以现有的技术条件要使照相机相关
产品完全不含有上述有害物质极为困难，
并且上述产品都包含在《关于电气电子设
备中特定有害物质使用限制指令2011/65/
EU》的豁免范围之内。

尼康客户支持中心服务热线：400-820-1665
（周一至周日9:00-18:00，除夕下午休息）
尼康官方网站：https://www.nikon.com.cn/

进口商：尼康映像仪器销售（中国）有限公司
上海市蒙自路757号12楼01-07室 邮编：200023
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